
市川三郷町六郷編

日本一大きなはんこを見て、
田和の木造建築を訪ね、
つむぎの湯でぼつかぽか

ぬりえにチャレンジ!



行程藁

甲斐岩間駅

池川履物盾

岩間タクシー

開運社

富士見ふれあいの森公園

金刀比羅神社

地場産業会館

酒屋・春港堂

山梨信用組合

下宿の六地蔵横の石瞳

富士川沿岸

富士川渡し場跡

鴨狩隠道

つむぎ窯

城山神社

岩水山高前寺� 
↓ 
つむぎの湯



I-r
て見

、
か

を
ね
ま

相

こ

訪

か

醐
叫
ん
を
つ

4
け

は

築

ぽ

・ 

な
建
で

一
き
造
湯

叫
一
則
大
木
の

同
一
三
一
の
ぎ

型

川

本

和

む

盟
眠

日

昭

つ

山
一 
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大
き
な
ハ
ン
コ
の
モ
一

メ
ン
卜
が


出
迎
え
て
く
れ
る
甲
斐
岩
間
駅
。


旧
・
六
郷
町
は
、
「
日
本
一
の
ハ
ン
コ
の
ま
ち
完

全
国
の
印
章
の
約
半
分
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
平

成
七
(
一
九
九
五
)
年
、
甲
斐
岩
間
駅
の
前
に
ハ
ン

コ
の
モ
ニ
ユ
メ
ン
卜
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
駅
の
「
ト

イ
レ
」
の
看
板
も
、
ハ
ン
コ
で
よ
く
使
わ
れ
る
古

代
中
国
の
字
体
・
蒙
体
(
て
ん
た
い
)
で
す
。

駅
の
美
化
活
動
を
す
す
め
て
い
る
の
は
、
地
元


の
有
志
で
つ
く
ら
れ
た
ヱ
ハ
光
会
(
ろ
つ
こ
う
か


い
ご
で
す
。
清
掃
だ
け
で
な
く
、
駅
付
近
の
花
の


ユ

植
え
替
え
や
錦
担
の
飼
育
も
行
い
、
伝
統
あ
る
ハ

ン
コ
の
町
を
美
し
く
保
っ
て
い
ま
す
。

[甲斐岩間駅1
昭和2(1927)年、身延線に甲斐岩間駅が開業。駅名は、駅舎が建てられた土地 (1日岩間村)の名在取った。

しかし、「岩間駅jという名は、すて・に茨潟県の常磐線にあったため、岩聞の頑に「甲斐」を付けて、「甲斐岩間jとなったという。
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岩
間
宿
は
、
戦
国
時
代
か
ら
、
駿
河
と

甲
斐
を
結
ぶ
街
道
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
て
き
た
。

岩
間
宿
は
、
河
内
路
(
後
に
駿
州
往
還
と
呼
ば
れ

る
)
の
宿
場
町
で
し
た
。

昔
、
宿
の
南
が
岩
間
村
へ
の
入
口
で
、
道
は
鈎

l

の
手
(
か
ぎ
の
て
/
ク
ラ
ン
ク
)
状
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
そ
の
後
、

l

道
路
の
改
修
工
事
で
直
緑
化
さ
れ
、
往
時
の
面
影


は
な
く
な
り
ま
し
た
。


現
在
は
、
甲
斐
岩
間
駅
か
ら
酉
へ
の
び
る
道
路

と
、
こ
れ
に
直
交
す
る
県
道
「
市
川 

下
部 

身

延
線
」
の
南
北
一
キ
口
が
商
届
街
で
す
。
印
章
業

を
中
心
に
酒
屋
、
食
料
品
居
、
薬
局
、
衣
料
品
白
、

飲
食
屈
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
す
。

[河内路(殿州往遺)]

甲斐府中から布施(旧・田富町)、旧市川大門町を通り、商部町から眼河に至る富士111沿いの迫。

岩間宿は、武田氏時代に伝馬宿として設けられ、通信や貨物の中鍍をする宿場だコた。

甲斐と箇河を結ぶ隠州往還の宿となったのは近世である。
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ー=二二 --

池
川
履
物
届
(
は
き
も
の
て
ん
の
た
た
ず
ま
い
は
、

旧
六
郷
町
の
歴
史
を
静
か
に

語
り
か
け
て
く
れ
る
。

[岩間足袋のその後]

大正時代になると、家内手工業による岩間足袋は、県外の I補助j、「朝日jなどの彼欄作りによる大企箪製品の進出で、次第に衰退していった。

同時に、この地方特産の藍の緩措も化学染料の普及で減少し、染め足袋も姿を消した。足袋製造者は、その績は水晶加工や印章販売に転業し、

現在の「ハンコの町jの繁栄を策くことになる。
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駅
前
に
あ
る
池
川
履
物
屈
は
、
明
治
中
期
か
ら

履
物
届
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
入
口
に
は
、
屋
外

l

労
働
者
に
は
懐
か
し
い
ブ
ラ
ン
ド
「
世
界
長
(
せ

か
い
ち
ょ
う
)
地
下
夕
、
ヒ
」
の
ホ 

口
l
看
板
。
か

掛
け
て
あ
り
ま
す
。

旧
六
郷
町
が
「
ハ
ン
コ
の
町
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
最
近
の
こ
と
で
、
閉
治
二
十

年
代
後
半
か
ら
四
十
五
年
頃
ま
で
は
盛
ん
に
足

袋
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
岩
間
村
周
辺
で
は
、

草
履
掛
け
(
鷹
匠
様
足
袋
)
と
屋
内
履
き
の
岡
足

袋
の
製
造
が
盛
ん
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
足

袋
は
「
岩
間
足
袋
」
と
呼
ば
れ
、
県
内
で
は
人
気
が

あ
る
商
品
で
し
た
。

池
川
履
物
届
は
、
旧
六
郷
町
の
歴
史
を
思
い
起

こ
さ
せ
て
く
れ
る
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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岩
間
タ
ク
シ
ー
の
建
物
に
は
、
金
メ
ツ
キ
の
看

板
文
字
で
「
岩
間
タ
ク
シ
ー
電
話
叩
番
」
と
あ

り
ま
す
。

昭
和
十
二
(
一
九
三
七
)
年
、
岩
間
村
の
遠
藤
財

作
が
甲
府
か
ら
自
動
車
(
一
九
三
五
年
型
二
台

を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
甲
斐
岩
間
駅
を
起

点
と
す
る
タ
ク
シ
ー
の
営
業
を
開
始
し
ま
す
。
当

時
は
、
自
動
車
が
珍
し
か
っ
た
た
め
、
車
を
休
ま

せ
る
暇
も
な
い
ほ
ど
忙
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
戦
争
で
車
が
軍
に
徴
用
さ
れ
て
廃
業
。
戦

後
、
財
作
は
再
び
営
業
を
開
始
、
「
岩
間
タ
ク
シ
ー

有
限
会
社
」
と
し
て
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
会
社

を
設
立
し
た
の
で
す
。
電
話
叩
番
は
、
そ
の
当
時

の
電
話
番
号
で
す
。
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町
お
こ
し
事
業
の
環
と
し
て

開
発
さ
れ
た
印
材
「
オ
ノ
オ
レ
カ
ン
パ
」
の

原
木
が
あ
る
。

開
運
社
の
前
で
、
印
鑑
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
原
木
「
オ
ノ
オ
レ
カ
ン
パ
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
木
は
、
身
延
の
急
峻
な
山
岳
地

帯
に
生
育
し
て
い
ま
す
。
町
お
こ
し
事
業
の
一
環

と
し
て
開
発
さ
れ
た
印
材
で
す
。
木
目
が
美
し
く
、

独
特
の
風
合
い
と
手
触
り
が
あ
り
、
朱
肉
の
乗
り

も
よ
い
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
「
オ
ノ
オ
レ
カ
ン
パ
」
は
、
斧
も
折

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
硬
い
樺
(
カ
ン
パ
)
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
名
が
付
き
ま
し
た
。
昔
か
ら
霊
木

(
縁
起
の
良
い
木
)
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
木

で
す
。
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I印章の日1
昭和42(1967)年、毎年 10月1日を I印章の日」と制定。胡治6(1873)年、『実印の篠印のない公文書等は

重量判上の置拠にならない(太政宵布告第239号)Jという通達が出され、同年 10月1日実施されたことに由来する。
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O
O 毎

年
十
月
一
日
の
「
印
章
の
日
」
に
開
催
さ
れ

る
印
章
祭
。
印
章
祭
は
、
印
章
の
歴
史
を
つ
く
っ

て
き
た
先
人
た
ち
に
感
謝
を
し
、
今
後
の
発
展
を

願
う
祭
り
で
す
。
こ
の
目
、
富
士
見
ふ
れ
あ
い
の

森
公
園
内
の
「
印
章
の
塔
」
で
は
、
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
印
鑑
を
焼
納
供
養
す
る
「
印
章
供
養
祭
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
供
養
神
事
は
、
古
式
に
従
っ

て
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
印
章
祭
の
メ
イ
ン
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
十
月
一
日
は
、
平
成
十
七
(
二

五
)
年
に
六
郷
町
、
市
川
大
門
町
、
三
珠
町
の

三
つ
の
町
が
合
併
し
て
「
市
川
三
郷
町
」
が
誕
生

一
し
た
日
で
す
。

r打、 ‘』J

[富士見ふれあいの森公園]

富士山を眺望できる公園。圏内に広がる山林には、バーベキュー婦やフィールドアスレツチックなど

九施設を持つイベント広婦がある。全長八十メートルのローラーすべり台も叡置されている。

ここで映画「休暇Jの掴影が行われた。f休眠H立、県内で初めて全シーンが撮影された。� 
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ち
ょ
っ
と
寄
り
道

タ
イ
ル
の
文
字
が
「
こ
ば
た
」
と


読
め
て
し
ま
う
商
品
台
が
あ
る
。


商
庖
街
に
は
、
閉
治
・
大
正
・
昭
和
に
建
て
ら
れ

た
家
や
商
屈
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
右
か
ら
左

に
「
た
ば
こ
」
と
書
か
れ
た
タ
イ
ル
張
り
の
、
た
ば

こ
売
り
場
の
土
台
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
む
か
し
は
こ
ん
な
た
ば
こ
屋
さ
ん
が
あ
り
ま

し
た
ね
。

甲
斐
岩
間
駅
か
ら
役
場
方
面
に
向
か
う
途
中

に
、
金
万
比
羅
神
社
が
あ
り
ま
す
。
境
内
の
一
画

に
三
塁
の
双
体
道
祖
神
が
把
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
道

祖
神
」
と
書
か
れ
た
額
を
掛
け
た
鳥
居
は
珍
し
い

も
の
で
す
。
道
祖
神
は
、
か
つ
て
旧
・
河
内
路
の
道

沿
い
に
あ
り
ま
し
た
が
、
道
路
改
修
工
事
の
際
に

金
比
羅
神
社
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

一 回一日

ーーーー、Lー『ーーュ 、、、
、

、 、ー‘山、、 ，

ー一

[道姐神I
道祖神は村境や辻にあり、集落の外部から侵入してくる痩病や災害を防ぐ神織として古くから信仰されている。

旅の安全を守る『道の神jとも言われる。市川三郷町では、男神と女神が寄り添う双俸の道祖神が多く見られる。

[盆刀比置神社】
勧請時期や由来の詳細は不明。一般に盆比握祉は大物主{おおものぬし)の神が本地垂遜(ほんじすいじゃく/人々の救済のため、

仏から神へと姿を衰えて現れること)したもので、江戸期には民間信仰として隆盛をみた。楠甫(くすほ)地区にも盆比誕社がある。



「
不
動
如
山
」
と
刻
ま
れ
た
世
界
一
大
き
な
ハ

ン
コ
が
地
場
産
業
会
館
の
入
口
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
武
田
信
玄
の
幡
旗
(
の
ぼ
り
ば
た
)
で
あ

る
「
風
林
火
山
」
の
「
不
動
如
山
(
動
か
ざ
る
こ
と

山
の
ご
と
し
こ
か
ら
引
用
さ
れ
た
字
句
で
す
。
ハ

斎
が
文
字
を
書
き
、
印
章
彫
刻
師
た
ち
の
手
に
よ

13 

ン
コ
の
大
き
さ
は
、
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

三
メ
ー
ト
ル
、
重
量
三
ト
ン
。
地
場
産
業
の
発
展

の
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ハ
ン
コ
を
紙
に

押
し
た
も
の
が
見
た
く
な
り
ま
す
。
そ
の
く
ら
い

大
き
な
も
の
で
す
。
地
元
の
刻
字
作
家
・
望
月
文

っ
て
完
成
し
ま
し
た
。
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『
十
鐘
山
房
印
挙
』
は
、
古
代
中
国
の
銅
印
の
印

譜
集
で
す
。
中
国
の
印
章
コ
レ
ク
タ 

陳
介
棋

(
ち
ん
か
い
き
)
と
い
う
人
が
、
生
涯
を
か
け
て
収

集
し
た
古
代
中
国
の
銅
印
一
万
三
百
七
十
六
種

を
集
め
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
清
朝
時
代
に
印
譜

集
と
し
て
百
九
十
一
冊
か
ら
な
る
本
に
編
集
し

ま
し
た
二
つ
一
つ
の
印
影
を
押
し
て
綴
っ
た
こ

の
本
は
、
十
セ
ッ
ト
し
か
作
ら
れ
な
か
っ
た
貴
重

な
も
の
だ
そ
う
で
す
。

資
料
館
に
は
、
『
十
鐘
山
房
印
挙
』
を
は
じ
め
、

印
章
の
材
料
や
印
章
の
完
成
品
、
行
商
が
持
参
し

た
印
材
・
印
章
の
販
売
カ
タ
ロ
グ
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
印
刻
技
術
の
墨
礎
と

な
っ
た
蒙
刻
の
作
品
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

l
-
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日
本
一
の

ハ
ン
コ
の
町
な
の
に
、

ハ
ン
コ
屋
が
見
当
た
ら
な
い
り




l
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印
章
製
造
は
、
朋
治
中
期
頃
か
ら
岩
間
足
袋
に

代
わ
る
家
内
工
業
と
し
て
普
及
し
ま
し
た
。
も
と

も
と
、
足
袋
の
行
商
を
し
て
い
た
人
た
ち
は
、
そ

の
営
業
力
を
生
か
し
て
、
印
鑑
の
注
文
を
取
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
印
鑑
は
受
注
生
産
の
た
め
、

通
信
販
売
も
盛
ん
に
な
り
、
し
だ
い
に
印
章
の
産

地
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
六
郷
地
域
だ
け
で

全
国
生
産
高
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。し

か
し
、
町
に
は
あ
ま
り
印
章
屋
が
見
当
た
り

ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、
ほ
と
ん
ど
の
印
章
彫
刻

者
が
自
宅
で
製
造
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
町
に
は
、

各
種
印
材
の
製
造
、
加
工
、
印
材
卸
売
、
印
章
ケ 

ス
製
造
、
表
札
製
造
な
ど
、
印
章
に
関
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
業
者
が
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
が
分

業
で
行
わ
れ
、
町
全
体
が
一
大
印
章
産
業
の
「
団

地
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
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-
印
章
が
で
き
る
ま
で
 

/ 
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印
章
は
、
文
字
や
図
形
を
木
や
石
に
彫
り
つ
け

た
も
の
で
す
。
こ
の
彫
り
つ
け
る
手
法
が
「
印
刻
」

で
、
水
品
、
め
の
う
、
ひ
す
い
等
の
印
材
に
彫
る
石

類
印
刻
と
、
象
牙
、
水
牛
、
角
、
柘
(
つ
げ
)
等
の
印

材
に
彫
る
木
口
(
こ
ぐ
ち
)
印
刻
。
か
あ
り
ま
す
。
ま

た
氏
名
や
屋
号
を
表
札
や
看
板
に
彫
る
こ
と
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
豪
刻
」
は
、
使
用
書
体
の
ひ
と
つ
で
、
豪
書
体

と
い
う
古
代
中
国
の
特
殊
な
字
体
が
使
わ
れ
ま

す
。
豪
刻
さ
れ
た
印
鑑
の
ほ
と
ん
ど
は
書
や
色
紙

に
捺
印
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

山
梨
の
主
要
産
業
だ
っ
た
水
日
間
も
、
明
治
期
に

な
る
と
六
郷
の
ハ
ン
コ
製
造
に
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
機
械
彫
り
や
ゴ
ム
印
製
造
な
ど
多

様
な
印
刻
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

石
類
印
刻
の
手
順

1

木
製
彫
刻
台
に
印
材
を
挟
む
。

2

分
差
(
ぷ
さ
し
)
を
使
い
、
鉛
筆
で
字
割
り
を
す
る
。

3

朱
墨
で
字
入
れ
(
左
文
字
/
裏
文
字
)
。

4

印
材
の
側
面
の
キ
ズ
を
防
ぐ
た
め
に
テ
ー
プ
を
巻
く
。

5

墳
砂
機
で
彫
る
。

6

平
万
な
ど
で
字
匡
し
を
行
い
仕
上
げ
る
。

木
口
印
刻
の
手
順

1

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
印
材
を
平
ら
に
す
る
。

2

印
面
に
朱
墨
を
塗
る
。

3

木
製
彫
刻
台
に
印
材
を
挟
み
、
鉛
筆
で
字
割
り
を
す

る。

O O

墨
で
字
入
れ
(
左
文
字
/
裏
文
字
)
。

8 7 654  

ペ
ン
シ
ル
型
彫
刻
機
で
荒
彫
り
す
る
。

再
度
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
印
面
を
こ
す
り
、
削
リ
口

を
正
し
く
す
る
。

朱
墨
(
墨
)
を
つ
け
、
細
部
を
確
認
。

彫
刻
万
で
文
字
の
仕
上
げ
を
行
う
。 
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酒
屋
・
春
港
堂
(
し
ゅ
ん
こ
う
と
つ
)
に
は
、

「
手
楢
弾
(
し
ゅ
リ
ゅ
う
だ
ん
)
型
消
火
器
」
が
残
っ
て
い
る
。

l

朋
治
時
代
、
岩
間
郵
便
局
の
隣
に
銘
酒
「
甲
斐

ケ
嶺
」
を
醸
造
し
て
い
た
都
築
酒
造
盾
が
あ
り
ま

l

し
た
。
こ
こ
で
醸
造
さ
れ
た
お
酒
を
酒
屈
の
春
港

堂
が
販
売
し
て
い
た
の
で
す
。
白
内
に
は
、
当
時

の
陶
器
の
酒
入
れ
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

香
港
堂
は
、
閉
治
期
に
建
て
ら
れ
た
入
母
屋
造

り
の
届
舗
で
す
。
こ
の
趣
の
あ
る
建
物
に
「
テ
ン

ヨ
醤
油
」
「
塩
小
貫
所
」
の
ホ 

口 

看
板
が
あ
る

の
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
。
届
内
の
天
井
付
近
に
は
、

手
摺
弾
の
形
を
し
た
珍
し
い
消
火
器
も
あ
り
ま

す。
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山
梨
信
用
組
合
の
建
物
は
、
山
梨
県
の

建
築
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
と
っ
た
。

山
梨
信
用
組
合
の
建
物
は
、
も
と
は
六
郷
村
の

村
長
の
家
で
し
た
。
戦
後
の
建
築
で
す
が
、
な
ま

こ
壁
で
瓦
重
。
そ
の
後
、
改
築
さ
れ
、
山
梨
信
用
組

合
の
牡
屋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
山
梨

信
用
組
合
」
の
看
板
。
か
な
け
れ
ば
金
融
機
関
の
建

物
と
は
思
え
な
い
も
の
で
す
。
社
長
室
の
ド
ア
は
、

当
時
の
ま
ま
。
社
員
の
休
想
場
所
は
畳
敷
き
の
小

部
匡
で
す
。
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下
宿
の
六
地
蔵
横
の
石
瞳
の
「
平
」
字
、
か


紀
年
銘
の
一
部
だ
と
す
れ
ば
牟
号
は


自
動
的
こ
確
定
す
る
。 

闘
馴
剤
一


l
J

山
梨
信
用
組
合
の
向
か
い
側
の
空
き
地
の
奥

に
、
下
宿
の
道
祖
神
が
杷
(
ま
つ
)
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
道
祖
神
場
は
岩
間
宿
の
南
端
に
あ
り
ま

し
た
。
宿
場
南
端
の
鈎
の
手
に
な
っ
て
い
た
道
の

手
前
に
用
水
堰
(
せ
ぎ
)
が
あ
り
、
左
側
に
道
祖
神
、

右
側
に
六
地
蔵
が
立
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在

は
、
道
祖
神
・
六
地
蔵
と
も
に
屋
根
付
き
の
道
祖

神
場
に
安
置
さ
れ
、
三
体
の
双
体
道
祖
神
は
石
垣

状
の
台
の
上
に
鳥
居
付
き
で
杷
ら
れ
て
い
ま
す
。

六
地
蔵
の
裏
に
あ
る
石
瞳
に
「
平
」
字
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

一
語
間
関
二

一一

川馴幽一
一

が
紀
年
銘
の
一
部
だ
と
す
れ
ば
、
「
平
治
元
年
」
の

作
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
平
」
で
始
ま
る
年

号
は
平
治
と
平
成
だ
け
で
す
。
し
か
も
平
治
元
年

は
翌
年
に
永
暦
に
改
元
さ
れ
た
の
で
、
あ
き
ら
か

に
平
治
元
年
の
作
な
の
で
す
。
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岩
間
付
近
の
富
士
川
沿
岸
は

水
鳥
の
宝
庫
で
あ
る
。

l
ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

山
梨
信
用
組
合
の
西
側
に
あ
る
山
田
川
の
土

手
は
、
峡
南
橋
東
詰
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
途
中
、

西
側
に
堰
(
せ
ぎ
)
が
あ
り
、
堰
の
東
側
の
草
む
ら

に
は
「
水
神
」
と
刻
ま
れ
た
水
難
祈
願
の
石
造
物

が
肥
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
近
辺
が
か
つ
て
多
く

の
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で

す。ま
た
、
富
士
川
沿
岸
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ラ
サ
ギ
、
力
ワ
ウ
な
ど

の
水
鳥
が
舞
い
降
り
て
い
ま
す
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ

を
聞
き
な
が
ら
パ 

、、園、. 、、』崎、
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橋
で
す
。
県
内
で
富
士
川
に
架
か
る
橋
の
中
で
は
、

最
大
規
模
の
も
の
。
昭
和
二
十
五
(
一
九
五 
O
)
年

頃
ま
で
、
富
士
川
を
渡
っ
て
西
島
村
(
現
・
身
延
町

西
島
)
へ
行
く
人
の
た
め
に
、
鴨
狩
(
か
も
が
り
)

村
に
渡
船
場
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
月
見
橋
(
旧
・

西
島
町
)
が
あ
る
所
に
は
、
「
岩
崎
の
渡
し
」
と
い

う
公
的
な
渡
船
場
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、

楠
甫
地
区
と
西
島
村
岩
崎
を
結
ぶ
渡
し
場
で
し

た。
峡
南
橋
は
、
岩
間
下
町
と
身
延
町
西
島
を
結
ぶ

、� f よい

¥ローミコizJJ子三みよ� 
1-f子弓'Tì~ ポデ=弔ラミ士てこと

ー--←一 一マ デーで??- (，、)rT

?←f → 二二 号、jhpT r

;/九

峡
南
橋
と
月
見
橋
が
で
き
る
前
は
、 
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「
鴨
狩
隠
道
(
か
も
が
り
ず
い
と
つ
/
ト
ン
ネ
ル
)
」
内
で
は
、
コ
ツ
コ
ツ

と
し
た
岩
肌
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

峡
南
橋
か
ら
久
郡
土
方
面
に
向
か
う
道
の
右

手
に
高
前
寺
入
口
を
示
す
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
を
右
に
折
れ
て
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先
に
鴨
狩

隠
道
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
肌
が
そ
の

ま
ま
の
隠
道
で
す
。
薄
気
昧
悪
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

時
代
を
感
じ
さ
せ
る
隠
道
で
す
。

こ
の
一
帯
が
鴨
狩
津
向
(
か
も
が
り
つ
む
ぎ
)

地
区
。
富
士
川
と
三
沢
川
の
合
流
点
で
、
富
士
川

氾
濫
原
と
三
沢
川
段
圧
に
広
が
る
地
域
で
す
。

「
津
向
」
と
は
、
沼
沢
地
に
岬
の
よ
う
に
突
出
す
る

地
形
。
富
士
川
が
つ
く
る
沼
沢
地
は
、
富
士
五
湖

か
ら
飛
来
す
る
鴨
の
猟
場
で
し
た
。
こ
れ
が
地
名

の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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鴨
狩
津
向
に
あ
る
「
つ
む
ぎ
窯
」
は
、
大
自
然
の

申
の
陶
芸
工
房
で
す
。
工
房
は
、
昧
噌
蔵
を
改
築

し
、
二
階
の
客
間
の
壁
は
、
フ
レ
ス
コ
画
(
漆
喰
が

乾
か
な
い
う
ち
に
顔
料
で
描
く
絵
画
の
手
法
)
に

な
っ
て
い
ま
す
。
窯
は
、
灯
油
窯
と
県
内
で
も
珍

し
い
ア
カ
マ
ツ
や
ナ
ラ
を
使
っ
た
穴
窯
で
す
。
窯

元
で
あ
る
鈴
木
美
枝
さ
ん
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

鈴
木
美
枝
さ
ん
は
、
自
然
と
土
の
も
っ
さ
ま
ざ

ま
な
表
情
に
感
動
し
、
作
品
を
創
作
し
て
い
ま
す
。

の
ど
か
な
雰
囲
気
の
申
で
自
分
だ
け
の
陶
器
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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城
山
神
社
の
鳥
居
脇
に
は
、
地
面
を
這
う
よ
う

な
大
き
な
樺
(
け
や
き
)
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
樺
は
、

幹
が
二
股
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
双
幹
(
そ

う
か
ん
)
の
ケ
ヤ
キ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
北
側

に
は
二
体
の
石
仏
が
め
り
込
ん
で
い
て
、
ケ
ヤ
キ

の
根
が
石
仏
を
抱
き
か
か
え
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
ま
す
。
こ
の
た
め
子
授
け
や
安
産
の
神
と
し

て
崇
め
ら
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
枝
張
り
や
岩
盤

上
の
根
張
り
は
、
植
物
生
態
学
的
に
も
珍
し
い
も

の
だ
そ
う
で
す
。
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岩
水
山
高
前
寺
の
究
鐘
は
、
一
蓮
寺
の

究
鐘
も
鋳
造
し
た
沼
上
吉
次
・
吉
久
親
子

、
が
作
製
し
た
。 
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南
北
朝
時
代
の
趣
が
残
る
党
鐘
は
、
町
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
閉
麿
二
(
一
六
五
六
)

年
、
当
時
の
名
工
と
言
わ
れ
た
吉
次
・
吉
久
親
子

が
作
製
し
た
も
の
で
す
。
彼
ら
は
、
一
蓮
寺
(
甲
府

市
)
の
党
鐘
も
鋳
造
し
て
い
ま
す
。
乳
(
ち
ち
/
党

鐘
表
面
に
植
え
ら
れ
る
突
起
)
の
数
は
百
個
。

落
居
(
お
ち
い
)
地
区
の
本
照
寺
に
は
、
元
禄
九

(
一
六
九
六
)
年
に
鋳
造
さ
れ
た
党
鐘
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
寺
の
駕
鐘
の
乳
の
数
は
百
八
個
で
す
。

見
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

、ー
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津
向
村
に
清
水
の
次
郎
長
と
深
い
付
き
合
い

の
あ
っ
た
甲
州
博
徒
・
津
向
の
文
吉
.
か
い
ま
し
た
。

文
吉
は
賭
博
で
八
丈
島
へ
遠
島
と
な
り
ま
し
た

が
、
流
罪
中
も
寺
子
匡
で
子
ど
も
を
教
え
、
医
術

で
島
民
を
救
済
し
た
才
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
維

新
特
赦
で
故
郷
に
戻
リ
、
再
婚
し
て
旅
寵
(
は
た

ご
)
を
経
営
。
こ
の
と
き
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い

た
先
妻
の
息
子
・
栄
吉
を
次
郎
長
に
探
し
て
も
ら

い
、
江
戸
に
い
た
栄
吉
を
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。
栄

吉
は
父
の
血
を
受
け
継
い
で
い
て
、
文
才
、
画
才

に
長
け
、
津
向
を
拠
点
に
渡
リ
絵
師
と
な
り
、
「
氷 

1
1¥ 


堂
晴
信
」
と
名
乗
り
ま
し
た
。
晴
信
は
、
文
人
画
家

一

と
し
て
、
明
治
期
に
南
部
町
や
鴫
沢
村
で
活
躍
し

一

ま

し

た

。

一
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六
郷
の
里
「
つ
む
ぎ
の
酒
屋
で
は
、

温
泉
だ
け
で
な
く
、
郷
土
食
も
楽
し
め
る
。 
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な
ま
こ
壁
と
漆
喰
(
し
つ
く
い
)
の
白
壁
が
美

し
い
建
物
の
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
。
つ
む
ぎ
の
湯
は
、

富
士
川
谷
沿
い
に
誕
生
し
た
自
噴
温
泉
で
す
。
神

経
痛
岡
関
節
痛
・
慢
性
皮
膚
炎
な
ど
に
効
能
が
あ

り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
料
金
は
、
町
外
者
は
三
時
間
・
四
百
円
(
町
内

者
は
三
時
間
・
三
百
円
)
と
低
料
金
。

併
設
さ
れ
た
「
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
地

元
で
採
れ
た
季
節
の
野
菜
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
雑
穀
の
粉
の
申
へ
あ
ん
こ
を
入
れ
て
蒸
し
た

「
あ
ん
び
ん
」
と
い
う
郷
土
食
も
あ
り
ま
す
。

山
間
の
静
か
な
温
泉
で
、
く
つ
ろ
い
で
み
る
の

も
一
興
。
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